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６
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令
和
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年
度 

南
魚
沼
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、
南
魚

沼
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
非

常
勤
公
務
員
で
す
。

　

市
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実

技
指
導
や
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
運
営
協
力
を
通
じ
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

任
期
任
期　

　

�

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日

�

市
内
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
運
営
、
研
修
会

の
参
加

報
酬
報
酬　
活
動
実
績
に
応
じ
る

応
募
要
件

応
募
要
件　

　

�

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
、

18
歳
以
上
の
人　

応
募
期
間

応
募
期
間　

　

３
月
15
日
㈮
～
随
時

選
考
方
法　

選
考
方
法　

　

書
類
選
考
と
面
接
で
決
定

�
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
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新
潟
県

新
潟
県  

福
祉
保
健
部

福
祉
保
健
部  

子
ど
子
ど

も
家
庭
課

も
家
庭
課  

子
ど
も
政
策
室

子
ど
も
政
策
室

（
担
当
：
井
上
）

（
担
当
：
井
上
）

　
☎
　
☎
０
２
５

０
２
５･･

２
８
０

２
８
０･･

５
２
１
４

５
２
１
４

新
潟
県
こ
む
す
び
定
期

　

県
で
は
、
子
ど
も
の
入
園
・
入

学
時
の
経
済
的
負
担
が
大
き
い
節

目
節
目
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

子
育
て
の
将
来
負
担
を
最
も
考
え

る
出
生
時
に
、
10
万
円
を
定
期
預

金
と
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。

　

民
間
金
融
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
生
ま
れ
て
く
る
す
べ
て
の
子

ど
も
を
社
会
全
体
で
お
祝
い
し
、

官
民
挙
げ
て
子
育
て
世
帯
を
応
援

し
ま
す
。

対
象
者

対
象
者

　

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子
で
あ
っ
て
、
申
請
時
点

で
県
に
住
所
を
有
す
る
１
歳
未
満

の
子
（
県
外
転
出
者
含
む
）

※�

令
和
５
年
４
月
生
ま
れ
の
子
ど

も
の
申
請
期
限
は
令
和
６
年
３

月
31
日
㈰
で
す

お
渡
し
す
る
金
額

お
渡
し
す
る
金
額　
10
万
円

　
（
２
年
定
期
＋
５
年
定
期
）

　セルデン町を親善訪問　セルデン町を親善訪問

　セルデン町を、令和５年11月12日㈰～ 23日㈬の
期間で親善訪問しました。
　訪問団は、林市長を団長として湯沢町の田村正
幸町長、新潟県日墺協会会員・市民のみなさんの
総勢 22 人です。今回の訪問は友好・親善が目的で
すが、林市長と田村町長が「山岳リゾートの更なる発展には、南魚沼市
と湯沢町が連携し広域観光をめざすことが両市町のメリットになる」と
認識が一致したことから、田村町長にご同行いただき、山岳リゾート・
広域観光の先進地であるセルデン町の視察を併せて行いました。
　ウィーンでは、国会議事堂でセルデン町を含むチロル州選出の国会議
員ヘルマン・ガー氏と面会しました。また、在オーストリア日本国大使
館に、水

みずうち

内龍
りゅうた

太大使を表敬訪問しました。
　セルデン町では、シェプフ町長、チロル州観光局長、エッツタール観
光局長と面会し、観光の現状や宿泊税を自主財源として活用したプロモ
ーション活動について説明を受けました。
　セルデン町庁舎や街路には日本の国旗や 40 周年を記念する横断幕が
掲揚されており歓迎の気持ちが伝わってきました。
　庁舎の近くには、「塩沢橋」があります。1982 年 8 月にセルデン町で
発生した集中豪雨によって橋が決壊した際に、当時の塩沢町のみなさん
の募金による災害見舞金 132 万円が送られており、復興した橋に「塩沢」
を冠したものです。30 年以上が経過した現在も使われています。
　セルデン町滞在最終日に開催された 40 周年を記念した石碑プレート
の設置除幕式では、職員総出で歓迎していただきました。
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